
第42回宇宙開発委員会（定例会議）

議　事　次　第

1．日　時 平成8年12月18日（水）

14：00～14：30

2．場　所 委員会会議室

3．議　題 （1》前回議事要旨の確認

（2）航空宇宙技術研究所の広報活動について

（3｝地球観測衛星「みどり」の運用状況について

4．資　料 委42－1

委42－2

委42－3

第41回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

航空宇宙技術研究所の広報活動
地球観測衛星「みどり」の藍色海温走査放射計（OCT

S）走査鏡動作異常について（速報）



第41回宇宙開発委員会（定例会臨）

　　　　　議事要旨【剰

1．日時 平成8年12月11日（水）

14：00～14：20

2．場所 委員会会議室

3．議題 〔1）前回議事要旨の確認について

〔21第3回日／ESA行政官会議アドホック会合の結果について

4．資料 委41－1　第40回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

委41－2　第3回日／ESA行政官会議アドホック会合の結果に

　　　　　ついて

5．●

o席者
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事務局

　科学技術庁研究開発局長

　科学技術庁長官官房審議官

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
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6．議事

　（1）議事要旨の確認について

　　　第40回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

　　認された。

（資料委41－1）が確

12）第3回日／ESA行政官会議アドホック会合の結果について

　科学技術庁研究開発局調査国際室　奥村室長補佐より、資料委41－2に基

づき、12月5日、6日に行われた第3回日／ESA行政官会議アドホック

会合について、結果の概要、会合結果についての共同声明等の説明があった。

　　これに関し、委員より、ESAのアース・エクスプローラーのミッション

　内容、ADEOS以降の協力、アルテミス衛星に関する協力等について質問

があった。

以上

2



航空宇宙技術研究所における広報活動について

平成8年12月18日
航空宇宙技術研究所

●
1．現　状

　・主な業務＝報道、普及（別紙1）…・企画室が担当

　・平成8年度予算額…・約40，000千円

　・WWWホームページの活用

●

2．問題点

　・人員、予算の不足

　・良質の情報をわかりやすくタイムリーに伝えるための方法

　・情報公開とセキュリティー確保のバランス

3．今後の方針．

　・積極的な報道普及活動の推進（WWWホームページの充実、

　　サイエンスチャンネルへの参加、等）

　・対話型、双方向型の広報活動の推進（シンポジウムの開催、

　　一般公開や各種行事への積極的な対応、等）
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WWWによる情報公開及び広報活動の推進

平成8年12月18日
航空宇宙技術研究所

　　　Oこれまでの経緯

　　　・平成7年10月よりSTAnetに接続し、WWW利用可能に。

　　　・平成7年10月、WWWによる情報公開に関する所内規程及び手続き確定し、
●　　　NALホームページの構築を開始。以降、　WWWによる一般への広報及び情

　　　　報公開開始。

　　　・平成8年9月、所内にNALホームページ検討委員会を設置し、　WWWホー
　　　　ムページの整備・拡充を計画的に推進中。

O所内体制

・企画室が指導…・・………・・…・…・NALホームページ（別紙2）

・HOPEチームが自主制作・……・…・HYFLEXホームページ（別紙3）

・WWWサーバの管理・運用は数理解析部

●
Oハードウエア構成

・NALの計算機システム（別紙4）及び構内LANの構成（別紙5）

・STAnet（別紙6）
・ファイアウォールによるセキュリティーシステム

O問題点と今後の計画

・技術サポート、セキュリティ、将来機能対応

・研究所紹介の充実、広範な情報公開、機能・サービスの拡充

一2一



［別紙1］

航空宇宙技術研究所における広報活動の概要（過去1年間の実績）

1．広報資料等（白書・年報・定期刊行物・ポケットブック類・パンフレット・政府広報対応・新聞広告等）

平成8年12月18日
航空宇宙技術研究所

資　料　名 発行頻度 発行部数 対　象・配布先 内　容　等

q）定期刊行物

・航空宇宙技術研究所年報 年刊 850 一般 ・年間を通じての研究活動の概要、統計資料、等

・航空宇宙技術研究所ニュース 月刊 1，100／月 一般 ・最新の研究成果の公表、活動報告、等

・航空宇宙技術研究所要覧 年刊 5，000 一般 ・NALの紹介、概要説明
・NAL　Research　Progress（英文） 年刊 1，000 国内外の関連研究機関 ・NALの研究活動の英文による紹介

在邦大使館、等
（2）パンフレット類（例）

・航空宇宙技術研究所紹介 随時 3，000 一般 ・概要紹介
・飛行シュミレータ設備 随時 3，000 一般 ・設備紹介
・新しい宇宙推進エンジンの研究 随時 2，000 一般 ・設備紹介

2．PR用ビデオ等

タイ　トル 制作年月 内　　容 時　間 製作本数 対象・配布先 備　　　考

・研究所紹介用ビデオ H7．3 ・NALの最近の研究活動及び設備の紹介 20分 15本 一般（貸出可）
「大空へ、そして宇宙へ」

・一ﾊ公開用ビデオ H8．4 ・航技研の大型計算機設備の紹介とそれを 15分 5本 所内用 ・自主制作
用いた最近の数値シミュレーション結果

の紹介
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3．セミナー・シンポジウム・フォーラム等

名称及び内容 開催期日 対象・人数／開催地 PR・告知
闥i

備　　考

・HYFLEX／HOPEシンポジウム H8．7．24－25 関係機関・企業等 案内状、ポスター NAL／NASDA　HOPE研究共同チーム主催

240名程度 インターネット

・航空宇宙技術研究所　研究発表会 H8．11．5 一般 案内状、ポスター NAL主催

270名程度 インターネット

・ALFLEX／HOPEシンポジウム H8．12．8－10 関係機関・企業等 案内状、ポスター NAL／NASDA　HOPE研究共同チーム主催

及び実験機「アルフレックス」公開 270名程度 インターネット

4．プレス発表等

期　日 表　　　　題 内　　　　容

H8．11．5 ・NHKテレビ「おはよう日本」中継コーナー ・アルフレックスの機体やオーストラリアでの実験の様子を中心に紹介。

H8．7．6 ・「小型自動着陸実験（ALFLEX）フェーズ1第1回に
ついて」

H8．2．12 ・「極超音速飛行実験機（HYFLEX）／J－1ロケット
試験機1号機の打ち上げについて」

H7．11．2 ・「スペースプレーン用エンジンのマッハ8連続燃焼試験に ・NALの角田センターにおけるスクラムジェットエンジン燃焼試験でマツ
世界で初めて成功」 ハ8の連続燃焼に世界初成功。
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●

5．科学技術週間・宇宙の日等関連行事

名称及び内容 開催日 対象・人数・開催地 PR・告知
闥i

備　　　考

＊科学技術週間

1．一般公開 H8．4．16 （本所） 市報・ポスター
・研究設備の公開、各種イベントの実施、等 一般　397名 新聞

インターネット

H8．4．21 （角田宇宙推進技術センター） 市報・町上

一般　1，586名 ポスター・新聞

2．サイエンス広場 H8。4．20－21 （科学技術館） ポスター・新聞 主催
・模型等の展示 一般 科学技術庁

科学技術団体連合
・・．・・o・9．璽．　，．．o■　．　．9　．　．●　o．・●　・　■　．　．　o　．　一　〇　匿　　　　o　画　一　●　，　●　9，　■　，　■　■　■　一　■　一　〇■o■　go●■●●●●層●　■　9璽．　．　．　．　●o　・　一　〇　曜　．　o　，　，　層　，，　．　．　．　・　響　，　．　．　．　o

噛　．　o　．　o　．　，　●　．　．　●　…　　　　　響　層　・　．　■　，　．　■　．　，　．　o　o　■　● ●　・　●　o　・　．　■　．　・　．　・　．　■　・　9　●　o　甲　●　o　●　●　●　●　●　o　●　●　●　一　■　一　●　一　●　■　一　甲　■　o　●o　●　●　●　●　●　．　．　・　．　■　．　．　．
一　一■●　9●o●●　oo■　ロ■■　9●■一’甲●　■　●●●ooo●●●ロ．　r． ．　，　一　．　．　g　o　，　9　・　●　．　●　●　・　・　．　，　．　一　層　．　■　一　ロ　一　．　一　9　一　，　o　o　o　o　●　■　oo　●　●　●　●　o　●　ロ　■　一一　●　●　●　o　●　oo　幽　曜　吻　o　●　・　．　層　ロ　層

＊サイエンス・キャンプ H8．8．21－23 （本所） ポスター・新聞 主催
・実習・実験を主体とした科学技術体験学習、 高校生・高等専門校生 郵送 日本科学技術振興財団
・研究者、技術者との対話、参加者同士の交流 16名

．　・　o・　●　・　7　．　．　．　．　．　■　冒　o　．　昌　，　り　・　・　．　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　層　9　■　■　■　●■■　一　〇〇■■　■　oo●o　●　．　．　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　噛　o・　…
，　．　o　．　一　一　・　．　o　．　o　，　o　●　●　■　●　．　・　■　● 巳　．　．　●　■　．　o　，　．　．　●　9　・　．　●　…　　　　　ロ　●　o　幽　一　．　，　．　．　■　・　，　■　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　層　■　巳　，　■　■　9　■　■　，　■　●

・　9●・・　・…　　　　．　■　■一．甲■　●■■●●●●●●●●　●●　9■■　■　■　oo ．　．　●　・　●　●　●　…　　　　　●　・　9　．　．　．　9　．　9　・　9　一　一　■　■　■　●　●　●　●　●　●　o　●　■　●　o　●　■　●　一　■　9　■　，　■　■　，　■　一　●　o　■　●　・　．　，　，　響　．　．　．　■　．　．　．

＊宇宙の日・空の日 H8．9．14 （本所） 市報・ポスター
・小中生向けに教室、体験コーナー、等 小学生5年から中学生 インターネット

46名

＊宇宙の日 H8．9．4 （角田宇宙推進技術センター） 市報・町報

・一ﾊ向けに教室、施設公開、等 一般　613名 ポスター・新聞
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6．PR館等の運営

施設名／所在地 展示内容 対　象 更新頻度等 備　　考

・本所管理部庁舎1F玄関

E角田宇宙推進技術センター

・研究紹介パネル及び模型等の展示・研究所の紹介ビデオの放映

E研究紹介パネル及び模型等の展示

一般来訪者

齡ﾊ来訪者

随時

庶

7．インターネットを活用した広報活動

名　　　　称 更新頻度 内　　　　容 備　　　考

・NALホームページ
@「ようこそ航空宇宙技術研究所へ」

EHYFLEXホームページ
@「極超音速飛行実験計画」

随時

庶

・研究発表会、シンポジウム、一般公開、等広報・研究成果、データベース、等の公開

EHYFLEX実験スケジュール、資料提供、等広報

・平成9年3月を目途に拡充中

E電子教材奨励賞受賞
@　　　　　　　　（H8／5／31）
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［別紙2ユ

ようこそ航空宇宙技術研究所へ

　　　　1／2へ．一シ’

●

航空宇宙技術研究所WWW　server
（http：／／www．nal．gojp／We躍comej．htmI）

英語版は⊆二をクリックして下さい

訪問者数：匝1囲

新着情報

　●　メM．戸Z四脚ノ0ρE“ン！亀“φ　ム　　　　　、

　　　Z’フレ・・1ス夙　　　も　、
●

一般情報

・組鐵
・ム旦
・王篁
・丘塁
・航四四△の経路

出版物

　●TR　Technical　Re　ort　（under　construction）

　・TM　Technical　Memorandum（under　construction）

　●　1一＿（under　construction）
　．　SP（Special　Publication）

　●　Research　Progress

　　　　・RΩ一94
　・航技研ニュース

研究内容

・空．気力堂部

http：／／www．nal．goJP／Welcome－」．html

一7一

　　　馬　　　だ当
●

・数理鯉虹部
・空力性能部
・機佳部
・原．動機部

・盤
・飛丘纐
・麺型航空機班究グル＝ゴ

・皇珪遡
・旦クー・一 ?�冝E・　　　巾

High　Priority　Research　Prqlect

　●　HOPE　H－ll　Orbitin　Planes

　　　り　　　　り　ゆ
2／2ヘーソ

　　　・OREX

　　　・HYFLEX

・篁鐡●　ら　　　・・　　　口　　い　　工、　ξ．、

・母音環境到且謹
・　　　ごミュレー“　、

Data　Base

　・ApPlication　Format

　●　CFD　of　Turbulence

　．　CFD　of　OREX

　●　CFD　of　HYFLEX

肋必0〃7θ亡0ハ胴∠．…一5θrレθr／ハ”亀∠．／」魎

http：／／www．nal．gojp／Welcomej．html

◎



［別紙3】 ●1／4ページ

癒超着『還：飛デテ虚血計画7

〃》個zムx月切θo二

一〃》勿θ煮50〃必月L壇力ごθ6ρθ加7θ〃亡一

禦1ほ遷d隠膨

．■■■「C7■自
　岬て累

　盟　1こ　、！
最終更新日：1996年11月12日

訪問者数：【囮
（アクセス件数10．000件突破：エクー）

〃》㌍Z．ε螂ハイフレックスノ」赤一　ムページへようこそゾ

極超音速飛行実験（HYFLEX：Hypersonic　Flight　Experiment）は、

日本版スペースシャトルの技術開発の一環として・　　　　占

1圭宜技鉦遡と圭．珪一Ω△）が共同　ロジェ
クトとして開発を進めてきたもので、1996年2月12日にJ－1ロケットに
より打ち上げられ実施されました。

・〃竹∂亡lgN勘鰹

●　，、、 碁　　◎ か　HYFLEXの 網蝉重

・HYFLEX／HOPEシンポジウム開催さる

　寵w1

去る1996年7月24（水）、25日（木）の2日間にわたり、abc会
館ホール（港区芝公園）において、HYFLEXの飛行結果の報告を
中心とした「HYFREX／HOPEシンポジウム」が開催されました（シン
ポξ◆　ム　　ロ　　　　　　　鱒ム）。参加者はフランス、ドイツからの海外参加

http：／／www．nal．gojp／hy側ex／indexj．htmI

2／4ヘーソ

者を含め、240名を超える盛況でした。
初日は航空宇宙技術研究所高島所長の挨拶に始まり宇宙開発
事業団五代副理事長の基調講演、ML　C．　Duiarrio（ESA、欧州宇
宙機関）の招待講演があり、「宇宙往還機開発計画の概要』
「HOPE－X開発の現況」をはじめとして、　H－llA、　ALFLEX（小型自
動着陸実験）、J－1等についての発表が行われました。特に、
「ALFLEXの試験状況について」の講演の最中に、タイミングよくオ
ーストラリアでのフェーズ1第3フライト成功のニュースが入り講演
者より即刻報告がなされたため、会場より予期せぬ拍手を頂いた
ことは、これからのHOPE研究開発において益々の励みとなりま
した。

また、2日目にはHYFLEXの開発と実験結果に関連して14件の報
告が行われました。2月12日の実験からまだ数カ月しか経過して
いないため、解析もまだ最終的な結果に至っていない状況での報
告ではありましたが、先端的な研究であることを反映して参加者
の関心は高く、時間的制約から質疑をしばしば制限せざるを得な
い場面もみられました。
なお、飛行結果解析が終了していないものについては、今後も引
き続き学会等を通じて成果を報告していく予定です（鐡毯を
ご参照］漣）。

　　　　ユニゆ

・一｢淵「公共ホームページコンクール」で電
子教材奨励賞を受賞

　財団法人AVCC（視聴覚コンサルタントセンター）により1996年3
　月22日から5月末にかけて開催された「AVCC　lnternot　Forum」の
　一環として行われた「公共ホームページコンクール」において当ホ
　ームページが電子教材奨励賞をいただきました。関係者一同大
　変うれしく思っており、この場を借りてお礼申し上げます。コン
　クールの詳細についてはAVCC　’・一ムペーξ’をご覧下さい。

・HYFLEX打上げ成功！

の着水目標点に向けて、空力舵面（エレボン）、姿勢制御用ガス
ジェット装置を用いて誘導制御をしながら飛行した実験機は、3種

http：／／www．naLgojp／hyflex／indexj．html

一8一
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賄シュートを使用して減速し鱗実験機分農3／㈲

837秒後に着水しました。着水点位置は目標点から3km程度しか
ずれておらず、極めて良好に飛行が実施されたことが分かってい

ます（五曲図参照）。

着水後、実験機はフローテーションバッグ（浮袋）により、しばらく
の間海面上で浮遊していましたが（捜索用航空機により確認）、回
収船が到着する前にバッグと実験機を繋ぐライザが機体構造とこ
すれて切断してしまい、残念ながら機体の回収は出来ませんでし
た。現在、良好に取得されたテレメトリデータ（空力データ、誘導制
御データ、熱構造データ等）の解析を鋭意実施中です。二
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数：値シミュレータシステム

A　数値風洞（NWT）

　　　　　性能：構　成制御計算機（CP）：2台、要素計算機（PE）：166台

　　　　　　　　処理能力・・280GFLOPS（ピーク時）

　　　　　　　　総主記憶容量　44．5GB

　　　　　　　　拡張記憶容量　24GB

B　NWT用フロントエンドシステム・

　1．unixサーバシステム（NWT－FEP）’
　　　　　　　　処理能力　　　63．8MIPS　　　　一

　　　　　　　　主記憶容量　　256MB

　五．mspサーバシステム（VP2100）

　　　　　　　　処理能力　　　63．8MIPS

　　　　　　　　主記憶容量　　512MB　　　　　　　　　　　O

　螢．補助記憶装置

　　　　　磁気ディスク容量　　330GB亀

　　　　光磁気ディスク容量　　0．5TB

　　　　　磁気テープライブラリ容量　　0．5TB

　iv．入出力装置

　　　　’日本語ラインプリンタ装置、磁気テープ装置、XYプロッタ装置、

　　　　ワークステーション、インテリジェント端末、TSS端末、

　　　　ネットワークプリンタ

致債風洞⊂NWT）　　　166PE　　279GFLOPS　　　44GB

高速ネットワーク　U口臥1000
拡張記憧装置　　24GB

mDI Hippi　　　　　　mD！ FDD1

磁気テ→ライ方リ装置　　4836B

フロントェンドブロセッサ
@　　lFEP）
@Fuj　i　tsu梱r－FEP
@　　63．8MlPSX2
@　　　256MB

光磁気ディスク装置

@　500GB　　＝

●フ7イルサーパ

怐@FujiLsu　VP2100

@　　63．8MIPS
@　　512冊

中央凹ユ7ライゼ」シ3カス弘

@C臥YY。｝PH92
@333MFLOPS×2
@　　86B

：，t，灘1欝S25　　　336nodes　　25．26FLOPS　　　10．5GB

Array磁気Disk
@　306B

● 磁気Disk
@270GB

磁気Disk
@60GB

●

磁気Disk
P35GB

磁気Disk
T7，6GB

中速ネ7トワーク用旬田

Ethemet
εしhemet

@↓ 6ateway
@VAX

聡翻

唐?uve「ter皿ina！and　WS
一一…一一

F布飛行場分室、　　　　　　　　　　　　　3 6WS
r＝●…●’

R　　●
　　　　　　　　　…　　　　　　　　　…internet　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WS

@　　　　　　　　L ●ノ’

…
…
…
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［別紙5］

舟充技研 （璽鷹地区）LANの論魁的構成
¶

e

インターネット
、

ルーター

ログインパスワード パスワードの入力

所外用WWWサーバー
　　（HTTP）

外部からアクセス可

所外用メールサーバー
　　（SMTP）
　　メールの中継

所外用FTPサーバー
　　　（FTP）
　ファイル転送用
外部からアクセス可

セキュリティー・ゲートウェイ
　　　　　nalgate

ユーザー認証を行う

　布奪内Lン＼N
9　一　一　日　一一一　一一一　一　一　一●go　卿　噂一　一　一一　一　一　昌一　一一　●謄剛P一鱒●●o一　一一　一〇　一一一一一　一一一一　一　6一一　一の　一一■P鱒一　〇　吻

…
1

　　　　　　　　　　…
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

所内用W宙Wサーバー
　　（HTTP）
職員が自由に閲覧可
外部からアクセス不可

所内用メールサーバー
　　（SMTP）
　メールの送受信
本人のみアクセス可

所内用FTPサーバー
　　　（FTP）
・職員が自由に閲覧可
外部からアクセス不可

大型計算機

　WS　PC等

しロロココロコロココロコのココ　　ロロロロロロロコロロココロコココココココロのコロコ　　　　　ロロ　ロコロロロロコココ Aのロ　ロロロコココロコロコココココロコロロロロ　ロロロコロロロロコロロコロコ　の　ロロ　コロののロ　ロ　ロロコロロコロコロロロロロロ　　ロコのロの　の　ロロロロロココロココロコロココココロココロロロヨ

FTP：　file　transfer　protocol
WWW：　world　wide　web
HTTP：hypertext　tansfer　protocol
SMTP：simple　maile　transfer　protoco1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11一
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●　　、
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地球観測衛星「みどり」観測機器の一部動作不調について

科学技術庁
宇宙開発事業団

　　　1．動作不調の内容について

　　　　　地球観測衛星「みどり」の観測機器の1つである海色海温走査放射

●　　　計（OCTS）に、11月末頃より一部動作不調があることが今週始

　　　　めまでのデータ解析等の結果判明。

　　　　　動作に不調が発生しているのは、海面からの太陽の直接反射光を避

　　　　けるための機構。

’2．動作異常の原因究明について

　　現在、得られているデータを解析し、原因を調査中。

　　　3．観測への影響について

　　　　　今後の影響については、原因究明の結果により判断する必要がある
●　　　が、原因究明までの間は本機構を使用しないモードで運用を行う予定

　　　　であり、この場合、海洋の水温の観測には影響ないが、水色の観測に

　　　　について1周回の問に取得するデータのうち、最大15％程度が太陽

　　　　の直接反射光の影響を受けたものとなる。

（参考）

○海色海温走査放射計（OCTS）について

　・海洋の水色及び水温を観測することにより、植物プランクトンの

　　分布等が把握でき、漁海況情報等に利用可能。

　・宇宙開発事業団が開発。



走査ミラーの回転軸（走査軸）

　　　　　　　　　・x《．

　チルト動作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

地表スキャンの中心を、◎進行方向前後1こ±2・度振る動作であり・走査・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
ミラ＿の回転軸（走査軸）を、走査軸に直交した軸回りに振ることにより行う

（図参照）。このチルト動作は、観測のためのスキャンと独立に実施すること

ができる。チルト角は、衛星直下及び衛星直下に対して±20度の、合計3つ

の角度に設定でき、チルト動作時間は約15秒から30秒である。

、

z

！

衛星進行方向

チルト回転　士

Y

＼．
＼、

_、

　　＼

走査機構部外観図

／

・黙

ﾁ．
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＼

＼
　
＼
　
＼

　＼

チルト角一20。

　　　／一チル埆・・
＼ン／　　　　　＼

チルトモードではサングリッタを
回避するためデータを取得しない。
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